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三
太
郎
の
日
記
を
永
久
に
打
切
り
に
す
る
た
め
に
、
從
來
公
に
し
た
第
一
と
第
二
と
の
本
文
に
、
そ
の
後
の

も
の
を
集
め
た
第
三
を
加
へ
て
、
此
處
に
此
の
書
を
出
版
す
る
。
三
太
郎
の
日
記
は
三
十
代
に
於
け
る
自
分
の

前
半
期
の
伴
侶
と
し
て
、
色
々
の
意
味
に
於
い
て
思
ひ
出
の
多
い
も
の
で
あ
る
。
併
し
こ
の
書
を
通
讀
す
る
人

が
行
間
に
於
い
て
看
取
す
る
を
得
べ
き
が
如
く
、
自
分
は
次
第
に
此
の
類
の
告
白
、
若
し
く
は
告
白
め
き
た
る

空
想
及
び
思
索
を
し
て
ゐ
る
に
堪
へ
な
く
な
つ
て
來
た
。
自
分
は
最
早
永
久
に
こ
の
類
の
　
　
篇
中
に
於
い
て

最
も
日
記
ら
し
い
體
裁
を
具
備
す
る
　
　
文
章
を
公
に
す
る
こ
と
が
な
い
で
あ
ら
う
。
さ
う
し
て
後
年
再
び
告

白
の
要
求
を
痛
切
に
感
ず
る
時
期
が
來
て
も
　
　
自
分
は
早
晩
此
の
如
き
時
期
が
來
る
こ
と
を
豫
想
す
る
　
　

此
の
如
き
形
式
に
於
い
て
そ
れ
を
す
る
こ
と
は
決
し
て
な
い
で
あ
ら
う
。
故
に
自
分
は
、
自
分
の
生
涯
に
於
け

る
此
の
如
き
時
期
を
葬
る
た
め
に
、
又
過
去
現
在
並
び
に
　
　
將
來
に
渉
つ
て
自
分
の
こ
の
類
の
文
章
を
愛
し

て
呉
れ
、
若
し
く
は
愛
し
て
呉
れ
る
で
あ
ら
う
と
こ
ろ
の
友
人
に
親
愛
の
意
を
表
は
す
た
め
に
、V

olksausga

be 

の
形
に
於
い
て
茲
に
こ
の
書
を
殘
し
て
置
く
。

　
三
太
郎
の
日
記
は
三
太
郎
の
日
記
で
あ
つ
て
、
そ
の
儘
に
阿
部
次
郎
の
日
記
で
は
な
い
。
況
し
て
山
口
生
に

よ
つ
て
紹
介
さ
れ
た
る
西
川
の
日
記
が
阿
部
次
郎
の
日
記
で
な
い
こ
と
は
云
ふ
ま
で
も
な
い
。
此
等
の
日
記
が

ど
の
程
度
に
於
い
て
私
自
身
の
日
記
で
あ
る
か
。
此
の
如
き
歴
史
的
の
閑
問
題
も
、
後
世
に
至
つ
て
或
は
議
題

に
上
る
こ
と
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
併
し
現
在
の
問
題
と
し
て
は
、
自
分
は
、
自
分
が
此
等
の
文
章
の
作﹅
者﹅

と
し
て
、
換
言
す
れ
ば
そ
の
内
容
の
或
者
を
自
ら
閲
歴
し
、
そ
の
内
容
の
或
者
を
自
ら
空
想
し
、
そ
の
内
容
の
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或
者
に
自
ら
同
情
し
　
　
か
く
て
此
等
の
内
容
を
愛﹅
し﹅
た
る
一
個
の
人
格
と
し
て
、
藝﹅
術﹅
的﹅
に
全
責
任
を
負
う

て
ゐ
る
こ
と
を
明
言
す
れ
ば
そ
れ
で
足
り
る
と
思
ふ
。

　
三
太
郎
の
日
記
第
一
は
大
正
三
年
四
月
東
雲
堂
か
ら
、
三
太
郎
の
日
記
第
二
は
大
正
四
年
二
月
岩
波
書
店
か

ら
出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
今
こ
の
合
本
を
出
す
に
當
つ
て
自
分
は
從
來
の
兩
書
を
絶
版
に
す
る
。
自
分
は

從
來
の
兩
書
を
此
處
に
集
め
る
こ
と
と
、
そ
れ
を
絶
版
に
す
る
こ
と
を
快
諾
さ
れ
た
前
記
の
二
書
肆
に
對
し
て

謝
意
を
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
日
以
後
三
太
郎
の
日
記
の
唯
一
な
る
形
と
し
て
こ
の
書
の
み
を
殘
す
こ

と
は
、
自
分
の
喜
び
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
來
る
可
き
春
の
豫
表
に
心
躍
り
つ
ゝ

　
　
　
大
正
七
年
二
月
二
十
四
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
京
中
野
に
て
　
　
　
著
者
識

4合本三太郎の日記　序



青
空
文
庫
情
報

底
本
：
「
合
本
三
太
郎
の
日
記
」
角
川
書
店

　
　
　1950
（
昭
和25

）
年3

月15

日
初
版
発
行

　
　
　1966
（
昭
和41

）
年10

月30

日50

刷

初
出
：
「
合
本
三
太
郎
の
日
記
」
岩
波
書
店

　
　
　1918

（
大
正7
）
年6
月

入
力
：N

ana
ohbe

校
正
：
富
田
倫
生

2012

年3

月5

日
作
成

2012

年4

月4

日
修
正

青
空
文
庫
作
成
フ
ァ
イ
ル
：

こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫
（http://w

w
w

.aozora.gr.jp/

）
で
作
ら
れ
ま
し

た
。
入
力
、
校
正
、
制
作
に
あ
た
っ
た
の
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。

5



合本三太郎の日記　序
阿部次郎

2026年10月1日　第二版

奥　付

発行 青空文庫

URL http://www.aozora.gr.jp/
E-Mail info@aozora.gr.jp

作成 青空ヘルパー　　赤鬼@BFSU
URL https://aohelp.club/
BiliBili https://space.bilibili.com/10060483

Special Thanks
　青空文庫　威沙　
　　　

青空文庫を全デバイスで楽しめる青空ヘルパー http://aohelp.club/
※この本の作成には文庫本作成ツール『威沙』を使用しています。

http://tokimi.sylphid.jp/


